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関西 名誉教授
 

 

中里見敬教授の尽力により、九州大学 プログラム主催で、九州大学附属図書館などの

共催による「第 回『東アジアの交流と文学』国際シンポジュウム 『春水』手稿と日

中の文学交流」が開かれることになりました。中里見教授に感謝するとともに、シンポジ

ュウムに参加される皆さんにもお祝いを述べさせていただきます。

私は縁あって、中里見教授から何か一言「あいさつ」をとの勧誘を受けました。本来こ

のシンポジュウムに喜んで参加すべきでありましたが、体の調子から欠席させていただき

ます。折角のお誘いなので、厚かましく、些細な感想を述べて、「あいさつ」に代えさせて

いただきます。

ご存知のように、冰心の『春水』は 年 月 日の『晨報副鐫』に発表され 月

日で終わっています。五四運動を つのメルクマールとするならば、中国文学は大変若い

時期であり、冰心も『春水』も大変若かったと言えるでしょう。 年 月 日の『晨報

副鐫』の「新文芸」欄に載り、のち「詩」欄に移って 月 日まで掲載された『繁星』の

若さと同じくらいだと言えるでしょう。

〝若さ〟が共通する言葉であるように私には思われます。したがって『繁星』には「天

空」とか「宇宙」「大空」そして「大海」「月明」など「自然」がのびのびと歌われ、それ

はあたかも青年の向こう見ずな飛翔と冒険心を表しているように見えます。それに対して

『春水』では、「宇宙」はあるものの「大海」「自然」などはなく、「上帝」「先駆者」「造物

者」などのことばが目に付きます。でも、大きな違いは『繁星』では「父親」「弟々」「祖

父」などの家族のことを歌っているのに対して、『春水』ではそれらの言葉は一言も出てこ

ないことでしょう。「母親」はありますが、『繁星』では 回であったのに。『春水』では

回に減っています。『春水』は家族の範囲から脱して、大きく飛躍しているとも言えます。

先ほど、私は『春水』も『繁星』も若いのだと言いましたが、若さは必ずしも明るく活

発な面ばかりではなく、一面に青年の持つメランコリーな部分もあります。つまり陰鬱で

暗い面もあるのです。『繁星』の「春光」「光明」「歓楽」「温柔」「幸福」「愉快」などに対

して、『春水』では「暗淡」「黯淡」「黒黯」「悲哀」「悵惆」「愁苦」「寂然」「煩悩」「憔悴」

そして「弱者」「弱小」「微弱」「無力」などの言葉が多く見えますが、それば、『春水』が

『繁星』に表現された青年の明るさつまり「明」に対して「暗」の部分を表現していると
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言えましょう。

『春水』は、青年の持つ明と暗の部分のうちの暗の部分を歌った若き文学であったと言

えるかもしれません。

以上が私の拙い感想です。まだまだ言うべきことがあるとは思いますが、後の精密な論

はシンポジュウムに参加される若い皆さんにお任せして、私の「あいさつ」を終えること

にいたします。

シンポジュウムの成功を祈ります。        

 年 月 日
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